
月　日 行　事　名 場　所

3月28日(火) 教育委員会定例会 市役所本庁舎

中部教育事務所長 来訪 市役所本庁舎

(一財)北上市文化創造評議員会 さくらホール

3月29日(水) 交通安全協会和賀町支会 黄色い帽子贈呈 市役所本庁舎

統合北上中学校建設に係る説明会 市役所本庁舎

3月30日(木) 文化財保護審議会 埋蔵文化財センター

3月31日(金) 市職員表彰・退職者辞令交付式  市役所本庁舎

4月3日(月) 市職員辞令交付式 市役所本庁舎

教育委員会辞令交付式 市役所本庁舎

市立学校教職員着任式 さくらホール

スクールガードリーダ委嘱状交付式 市役所本庁舎

4月4日(火) 黒沢尻工業高等学校長 着任挨拶 市役所本庁舎

4月5日(水) 転入市内小中学校長訪問 市内小中学校

4月6日(木) 中部教育事務所長 来訪 市役所本庁舎

4月7日(金) 東桜小学校開校式及び落成式 東桜小学校

4月9日(日) 江釣子野球場リニューアルイベント 江釣子野球場

「北上展勝地さくらまつり」開催式 展勝地ＳＬ広場

4月11日(火) 市内小中学校長会議 北上地区合同庁舎

市交通安全対策協議会委員会 生涯学習センター

4月12日(水)
サトウハチロー記念「おかあさんの詩」全国コンクール
　主催者会議及び実行委員会

生涯学習センター

4月13日(木) 市公立幼稚園教育研修会総会及び研修会 江釣子幼稚園

4月14日(金) 市初任者研修 生涯学習センター

統合北上中学校建設推進委員会 市役所本庁舎

4月17日(月) 管内市町教育長会議、小学校教科用図書採択協議会 花巻地区合同庁舎

4月19日(水) 山岳協会監査 市役所本庁舎

自衛隊北上地域事務所 表敬訪問 市役所本庁舎

生徒指導主事研修会 江釣子地区交流センター

4月20日(木) 東北都市教育長協議会定期総会、研修会 郡山市

～4月21日(金)

4月25日(火) 教育委員会定例会 市役所本庁舎

県学校教育ＩＣＴ推進協議会 サンセール盛岡

県教育委員会と市町村教育委員会との意見交換 サンセール盛岡

教　育　長　事　務　報　告
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令和 5年 4月 25日（火） 

４月 教育長事務報告 

  今定例会では、 

１ 4月 17日(月) 令和 5年度第 1回管内市町教育長会議 

２ 4月 20日(木)21日(金) 第 74回(R5年度)東北都市教育長協議会定期総会・研修会 

 と、事務報告にはありませんが、 

３ 各種コンクール・大会・表彰関係 

 以上３件について報告いたします。 

 

【令和 5年度第 1回管内市町教育長会議】 

１ 日時 令和 5年 4月 17日(月) 9:30～11:30 

２ 場所 花巻地区合同庁舎 

３ 内容及び所感 

この会議は、毎年年度当初に、県内各教育事務所において管内校長会議に先立って開催さ

れるもので、今年度の中部教育事務所の教育行政施策等について説明される機会となります。

今年度着任した菊池康幸所長ほか担当者から説明がありましたのでご報告いたします。 

始めに、今年度の岩手県の教職員人事異動について報告いたします。 

教職員異動総数(事務職含まず)は 1,283名(前年度比-59)で、うち校長昇任数は 82名(-14)、

副校長昇任数は 67名(-25)でした。次に、県内の小学校長は 267名(-19)で、うち女性は 64

名(-12)23.9%(-2.7pt)、中学校長は 139名(-1)で、うち女性は 8名(±0)5.7%(±0pt)でした。

小学校副校長は 270名(-13)で、うち女性は 104名(+6)38.5%(+3.9pt)、中学校副校長は 142

名(-1)で、うち女性は 26名(+4)18.3%(+2.9pt)でした。校長・副校長共に昇任数は減少して

おり、女性の管理職登用については副校長の割合が増加しています。次に新規採用教職員に

ついては、小学校 123名(+10)、中学校 73名(+5)、義務教育学校 1名(±0)、養護教諭 17名

(+9)、栄養教諭 0名(±0)、合計 214名(+24)で、昨年より若干増加しています。再任用につ

いては、新規 170名(-25)、更新 366名(+115)、合計 536名(+90)で、年々増加傾向にありま

す。また、今年度から定年退職年齢の段階的引き上げが始まり、退職者や再任用の数が読み

づらくなることから、今後新規採用者の採用者数の読みも難しくなると考えられます。 

また、来年度の管理職任用選考の条件が、これまでの副校長が「15 年以上勤務かつ満 47

歳以上」から「11 年以上勤務かつ満 45 歳以上」に、主幹教諭が「11 年以上勤務かつ満 43

歳以上」から「11 年以上勤務かつ満 37 歳以上」と条件が緩和されます。これは近年副校長

及び主幹教諭の受験者数が減少傾向にあることと、40代前半以下の教員が少ないことから見

直しが図られ、今後は若手教員の人材育成がより重要になってくると考えられます。 

次に、今年度の中部教育事務所の基本目標は、「管内市町教育委員会や生涯学習・文化・

スポーツ関係団体、保健福祉関係機関等との連携のもと、管内の小中学校における主体的な

取り組みを支援し、学校教育の充実と、地域で子どもたちを育むため家庭教育や青少年教育
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の充実に取り組む」として、①学校事務職員の資質向上及び教育力の向上に寄与する学校事

務の推進、②共同学校事務室等業務推進の支援、③学校経営の改革の推進、④コンプライア

ンスの醸成、⑤岩手、世界で活躍する人材の育成、⑥確かな学力の育成と教員研修の充実、

⑦豊かな心の育成、⑧健やかな体の育成と体力向上及び健康教育の充実、⑨特別支援教育の

推進、⑩いじめ問題・不登校対策等への確かな対応、⑪学びの基盤づくり、⑫学校と家庭・

地域との協働の推進及び子育て支援・家庭教育支援の充実と生涯にわたり学び続ける場所づ

くり、⑬関係機関・団体と連携した生涯学習の推進、社会教育の充実、以上 13 項目につい

て取り組むこととしています。特に菊池所長からは、今年度は「いわて県民計画(2019～

2028)」の第 2 期アクションプランの初年度となることから、重点と目標値については再確

認してほしいとのことでした。その他各担当者から具体的な取組について説明がありました。 

当市においても、これらの教育行政の方針・計画を受け、学校教育・家庭教育・社会教育

の充実に向けた具体的な教育施策や事業を展開し、児童生徒の「健全育成」「学力向上」に

取り組んでいきたいと考えております。 

 

【第 74回東北都市教育長協議会定期総会・研修会】 

１ 期日 令和 5年 4月 20日(木)～21日(金) 

２ 場所 郡山ビューホテルアネックス[福島県郡山市] 

３ 出席 東北地区：57/77市  岩手県：13/14市 

４ 日程 

【4/20(木)】 

□ 定期総会・研究協議(13:30～16:20) 

□ 研修会(16:30～17:30) 

・講演 「これからの情報モラル教育のあり方」 

     ～Society5.0時代を生きる子どもたちのために～ 

・講師 静岡大学教育学部准教授 塩田真吾氏 

□ アトラクション(17:40～18:00) 

  ・郡山市立郡山第一中学校 合唱部 

□ 懇談会(18:00～20:00) 

【4/21(金)】 

□ 視察研修(8:30～13:00) 

 ① 西田学園義務教育学校 

 ② 郡山市教育研修センター 

 ③ 郡山市ふれあい科学館 

５ 内容及び所感 

  定期総会では、新役員として本県からは、副会長に多田英史
ひ で し

教育長(盛岡市)、幹事に小菅

正晴教育長(一関市)・山田市
いち

雄
お

教育長(陸前高田市)が選出されました。 

次に、総会後の研究協議(情報交換)では、事前に提出された４つの協議題について、意見

交換が行われ、①の「部活動の地域移行に向けた取り組みについて」では、国の方針として

【研修会】 

【郡山一中 合唱部】 
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今年度から３年間は改革推進期間となったことから「部活動協議会」等を設置して、地域移

行を進めている自治体が増えていました。しかしながら、相変わらず「受け皿や指導者の確

保」「指導者の報酬」「保護者の負担」等の課題も多く、当市を含めなかなか進んでいないの

が実態でした。②の「不登校児童生徒の対応について」では、宮城県富谷市の「不登校特例

校」の紹介があり、１学年約６名程度で令和４年度には初めて７名の卒業生を送り出したこ

とや、親の願いもあるが、より子どもの思いを大切にしているとのことでした。また、公費

で民間のフリースクールへの支援(人件費等)をしている自治体もありました。③の「学校及

び社会教育施設の老朽化対策について」では、特にプールについては、室内プールの建設や

民間プールの活用、近隣の学校で共用など、いかに劣化を防ぐか予算を削減するか工夫を凝

らしていました。④「小学校における専科指導の在り方」では、大規模校での教科担任制は

比較的可能であるが、中・小規模校ではかなり難しい。しかし、小学校の英語専科教員を複

数校で巡回指導させたり、中学校教員の出張教科担任制や小中一貫校として中学校教員を兼

務させるなど、中・小規模校でも工夫して積極的に専科指導を導入している自治体もありま

した。いずれにせよ、当市でも今後研究を進め、専科

指導の事業・施策の参考にしたいと考えております。 

次に、研修会では静岡大学の塩田准教授のこれから

の情報モラル教育のあり方について具体的に講話して

いただきました。その中で、これまでの情報モラル教

育は行動規範やルールを教えて徹底する教育であった

が、これからはいかに「子どもたちに行動の善悪を判

断できる力」を身に付けさせるかが重要であり、「自覚

を促す指導」や「どの程度リスクがあるかを考えさせ

る指導」を通して、「リスクに対応する力」を身に付け

させることが大切であるとのことでした。 

アトラクションでは、全日本合唱コンクール中学校

の部で、３大会連続(R1,3,4)金賞を受賞している郡山

第一中学校合唱部の素晴らしい合唱を聴くことができ

とても感動的な時間を過ごすことができました。 

２日目の視察研修では、始めに平成 30年度に開校し

た福島県初の義務教育学校である「郡山市立西田学園」

を訪問しました。小学校 5校(高野小､鬼
おに

生田
う た

小､三町目

小､大田小､根
ね

木屋
ぎ や

小)と西田中学校が統合してできた

学園で、現在 1年生から 9年生まで全 285名の児童生

徒が在籍し、様々な縦割り集団の活動やスポーツフェ

スタとして運動会を開催するなど、義務教育

学校あるいは地域連携型学校としての良さ

を積極的に取り入れている学校でした。また、

室内プールは床面を5分間で上下させること

ができ、冬場は室内運動場として活用してい

るとのことでした。多目的ホール(音楽室)は

【室内プール】 

【理科の授業(４年)】 

【多目的ホール(音楽室)】 

【閉校小学校の資料展示】 
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非常に天井が高く、両側にひな壇を備え中央で区切った

り、中央に巨大スクリーンがあるなど、本当に多目的に

活用できるとても広い空間でした。また、図書室の一画

が閉校小学校の写真や資料を展示するスペースになって

おり、旧小学校の歴史などを気軽に知ることができ、と

ても有効と感じた次第です。 

次に「郡山市研修センター」では、市内小学校 49 校、

中学校 25校、義務教育学校 2校の教職員(約 1,800 人)の研修の場として、閉校した三町目

小学校の校舎を活用し、ICT 教育のさらなる充実に向け「1 人 1 台端末の活用方法などの研

修」や「ICT教育に関する情報提供や支援体制」など、教職員の指導力向上や新たな教育課

題解決に向けた研修・事業を展開していました。 

最後に「郡山市ふれあい科学館」で、世界で最も高いプラネタリウム(地上 23･24階)を観

賞し、その中で郡山市の紹介もありましたが、郡山市は人口約 32 万人でいわき市についで

福島県第 2の都市ということでした。 

なお、来年の東北地区教育長協議会は宮城県大崎市、令和 7年度は花巻市の予定となって

おります。 

 

【各種コンクール・大会・表彰関係】 

１ 令和 4年度県「いわてごみゼロ・３R推進ポスターコンクール」 

＜優秀賞＞ 菅原花夏(黒東小 3)   ＜特別賞＞ 小田嶋祥花(江釣子小 2) 

２ 第 76回盛岡一周継走大会(4/16) 

 ◇中学校男子…⑫北上中、⑮上野中  ◇中学校女子…⑦北上中、⑩上野中 

 

 

                           以上で事務報告を終わります。 

【中目雅彦所長】 


